業務用;巧だま可搬おヒーター 
熱風式直义お 



スポットヒ■夕一 

KH-70 (50/60Hzlim) 

I BIR 说リ IS j 


このたびは、韓なスポットヒーター KH -7 0 をお貴い上げ頂ままして誠にあ y がとラごさいまず。 
ご使用前には必ず助扱お巧ミをお読み< だまい。なお、巧汲庶巧まは、义のに巧ちしでください。 











【巧を上のごを意】 


♦ご®巧になる前にまを上のごま届をちくお汤みにな y 巧しくお狂いください。 

♦ここに示した注房事巧は、巧らないと、人身をなや物的煩を、义がに括びつ< 重大な内容を記載しでいまず。 
♦窥み巧: D つたあとは、お®いになるちがいつでる見られる巧巧に巧管してください。 

【表示ヒ意味】 


A 危巧 

巧巧を間追つた巧をに、人が死亡、または、重傷を負ラ危巧または、义災の危険が差し迫つてをじることが 
想定され S 巧容をき紀しています。 


A 警告 

巧巧を巧違った巧创こ、人が巧亡、または、重傷を負5后巧、巧のおき、义災の危なながおをちれるの容を 
表記しています。 


zL を意 

馆巧を巧違った巧をに人が巧害を負ラ盾巧巧、巧の煩害の発を巧お定される巧容をま記しています。 


《成•ま意のがに紀巧した寒巧でち、が:巧によつでは重大な事巧に巧びつく危なながあ y まず。 

巧をにご使用していただくために、いずれのを巧ち必ずお守 y < ださい。 

《助の上の危巧についてずべでのが巧をそ測ずることはできまだん。ここに紀巧しでいるを S 事]頁 UI タトにを 
十せなお應をしてご活用くだちい。 


図 

照の倒 

図肚号の應巧 


禁止 

巧為の禁止ををします。 


強制 

行為を强制-提示ずる的容を示しまず。 

A 

ま岳 

を急を促す巧容ち示します。 


A ち巧 

-ガソ IJ ン等の S 発性の高い®は絶巧に巧巧しないで<ださい。义災の危巧があ y まず。 



-巧が巧の気体を発をずるをの C シンナ ー• ガソ U ン-ガスき）を使つている巧巧や、醒いて 
あるち巧では、ヒーターち巧巧に®巧しないでください*引义して误発•义災•ヤケドの 
原因とな y ます。 

M 


•使巧中は化ず定期的0時聞に1 -2 回）に巧気を巧い巧鮮なを気ち補給してくだまい。 

巧気が巧まない場巧での巧巧はしないでください。巧まがす足し、不完を旅燒にな y、 
一巧化茂おやまになるおそれがあ y ます。 


m 




























警告 


•スプレー生等の密南容器を過巧しないで<ださい。また、おの当たるところにスプレー定 
等の密巧容器を置かないでください。スプレー生等ガ烟嫌し、クガや巧故の原因にな y まず。 


•ヒーターを徒巧している用巧で、スプレー生巧品を使巧しないでくだちい。スブレー左に 
使巧されているガスには引义巧のをのがあ y 、 火災•なおのち除巧あ y まず。また、スプレー 
巧品のお子によ y 、不完全燃度を括く盾巧があ y まず。 


•可がなが産（斑<ずや木<ず、繊雜<ず等）ぜ発をする巧巧では巧用しないでください。 
ヒーター巧にそれ6が吸い込まれるヒ加热され、义のがとなつて廊ま化され、义が、サクドの 
原因にな y 盾孩です， 


•巧気取入□や、欣おし□をふさがないでください。ふさぐと、異常が巧や义おの原因にな 
y まず。 


-が巧中や、稱义をは吹おし□周逆は高适になつていまずので化れないようま意してくだ 
ちい。サクドやグガのを孩があ y まず。 


•巧解•改造はおがにしないで<ださい。また、活れた手で巧巧しないでくだちい。なお • 
义巧の原因にな y 大をち巧です。 


•巧や、雪、化がかかるとこ3や、湿をの«いとこ5では®巧しないでください。感巧ずる 
おそれがあ y まず。 


•な巧や、お手入れのおはがずスイッチを切 y 、 差をプラグを巧いて巧つてください。逗•底 
スイッチを入れたまま扇巧-お手入れをずるとお軍やお〇めまなにつなが y 危巧でず。 





A 



A 

五 



が巧やは、义災巧！!:のたゆ、スポッ h ヒーターの近くに物を置かないでください。スポット 
ヒーターの欧化し□前方2,5 mULL を麵人□を方ミのが上、上方间 2 m な上、在ち ZinUU : 
の空巧を*1待してくだぞい。 


巧化し□前方 2.5 m な巧におへい巧を面かないでくだをい。ま常お焼や义災の原因にな y ます。 


標巧が B い巧 （1 脚) mUth ) ではを氣巧薄 < Gy を义、が巧ができない巧倉があ y ますので 
ごま意くだちい。 



法ちゃ、推がの調子が悪かった y 、 におい • 煙等異常に気付いたとまは、直ちに使用を中止し 
巧壳なに速煤してくだをい。 


A 


















A •ま意 


•ヒーターを使用するとまは、巧面が奋温にな6ないよラにを巧して<ださい。义おの原因 
にな y ます。 


•移®ずるおは、化ず义巧消した巧おで移扭してください。义がついたまま移動しまずと、 
お倒等によ y 、 サクドや义災の原因にな y ます A 


• ヒーターの巧出し□にダクト等ををおしないでください。異常が巧や义災の原因にな y 
まず。 


•お®時な必ずヒーターの逐拓を停让し、消义巧巧致してか6巧つてくだちい。义がついた 
まま給进しまずと、义おの原因にな y ます。 


•巧巧巧原は鈴做こ表示してある巧圧でご樓巧ください。表示巧旧が卜で活巧しますと、义災や 
異常が巧-感電-«巧の原因にな y まず。 


-周®巧は巧巧に表をしてある周; 88 S で必ず使巧しで<ださ指定 1 U かの周液巧で使用ずると 
異巧お巧-なお-义おの原因にな y 大を危陵です。 


•思ち防止のため、必ずアース（接地）接緒をしてご使用くだちい。ホを結での使巧は感巧の 
没れがあ y ます P 


•空源コードは大切に巧ごてくだまい。ま及プラグを巧くときな、電•原コードを待たずに 
差込プラグを持って巧いて< ださい。 


コードを引っ張った y 、 巧 y 巧げた y 、 加工した y 、 盐扭このむないでください〇感巧や 


-点义操作後はの化し□に顔寒ち近づけないでください。やケド0お巧があ y ます。 


消义巧作後は义が完をに;肖またことを巧瑟するまで、巧れないでください。 


差込プラグちコンたントに差し込お前に、スイッチが切れていることを巧誘し、巧巧を、 
及び悟逗の擦には、化ずスイツチを切つて差込プラグを巧いてください。 


巧用しないヒき、または、巧爸のおはお子なのホゆ届かない巧巧に保管して<だるい。 
また、巧や湿寅のかかる場巧は逆けてくだをい。 


A 


A 


Q 

〇 


A 


A 



A 




A 


A 

























A を意 


* 長巧岛活用しないとままたは、修理な巧-巧ち-巧柔の货をは、必ずタンクの巧なををにし 
てくだちい。 


.ヒーター巧巧時の周囲忌巧は、一2日で〜がででご痛巧くだをい。同面の温度が40でな上に 
な y ますと、ヒーターが加稱され、故巧•义巧の原因にな y まず。 


•消义する樹さおずスイッチを切リ、運転ランプが消巧してか6、ち込ブうグを抜いてくだちい。 
差込プラグを巧いて消义しないで< だるい。 


•ヒーターは巧面げ不巧をな巧巧、巧斜している巧巧では巧田しないでくだをい。また、 
巧<にす巧定な请荷のある場所や、お思*巧常 □ C 遥ぉ〇)、部屋の化入□では徒用しないで 
<だるい。 


-ヒーターは、風の強いとこ5や、湿気のぎいとこ3、ほこ y (粉屋）や金属がの浮遊して 
いる堤巧では巧巧しないで<ださい。また、人の巧動の随きとなる場所では巧巧しないで 
ください。 


-ヒーターはがず lif 呪業者に巧揉して)亮棄して< ださ LU お去投棄は法律で SI 比をれていまず。 


• ヒーターを强おする場合は、必ず助扱热巧まを湿巧してくだちい。 


* なが （ JIS 1 号）な外の逆（ガソ U ン•程曲等）は法巧に植兒しないでくだまい C 


，変質な逆（ひと夏持ちおしの灯逆や、巧菅が應が巧切に巧〇れでいない巧®)不親な巧 
(水やオイル等な a なかの物が湿入）の活用はおやめくだちい。樓器のな辟や異常が焼、 
不完を燃規の原因にな y ます。 


•巧置計の 『 FJ ま示 1 U 上のま乂は、温ちによる抑巧のおお等で、こ度れる盾巧があ y ま 
ずので、絶対にしないで<ださい。 


• 車に巧んで運ぶ巧合は，巧タンクに入つているな油を給®ボンブ等で巧いてください 
な庙を巧かないヒが送時の振動等でな曲巧 t おれ出ずおそれがあ y ます。 


















♦お脚飼育巧我で使用ずる巧合は、 P1 〜 P4 のまを上のごま意の化に、特にな下のことにま意してご®巧 
<ない。 


意 

•ままがヒーターにぶつか y 、 ヒーターち倒した y 、 读した y ずるヒ义災の廣因にな y まず。 
また、巧度装 B がが面し、モ期せめ消义によ y 、 ままが凍巧ずる恐れがあ y まずので、 
ヒーターにまをが近づ々 1 ないよラ欄等を設置して、+がごを篇< だちい。 

A 

•ちい時間、温風に接しまずと、ままがほ音サクド、狀水症巧をおこす思れがお y ます。 
ヒーターに巧をが巧ヴかないよラ、冊等を巧置して、十分にごま活[ください。 

A 

-»[きわらや、おが屑等の巧が倚が多い場所では、«きわ 6 や、おが巧を uty 蹄き、通常淀用の 
空巧 C 2 , 5 m ) が上の空間をあけ十巧を意してご®巧ください。 

A 

•扳巧が不十かにな 6 ないよラに、 1 時面に 1 〜 2 国はおなして< ださい。無人にな y ますヒ、 
按気が不十かにな y 、 酸巧や一敌化廣棄や寒を起こし、ま室が巧亡する恐れがあ y ます。 

A 


【仕様】 


涅 類 

熱風式-直义お 

点义方ま 

奋圧が巧点义 

更お•電氏-周放巧 

AC100V 50/60 わ 

定格お巧否で 

U0H/170W 

お 化 力 

20kW 

魚！特お巧置 

約 1.25L/h/ お M •如 L/h 

な巧持続時固 

約 11 時涵 

进タンク容 g 

15L 

使 巧が が 

JIS1 号な巧 

ホ お 寸法 

短 40 C 1 X 萬巧 Mcnx 巧ち 53 cin 巧化し□々化 cm 

頁置{逆タンクを時} 

1316kg 

運な 音 

お82が(島さ1 m 巧が 1*5 の} 

巧お！！ード長ち 

約 I.Bifi 

電流ヒューブ 

5A (日. 2niinx2 加の） 

热 あち 度 

吹化し□ルー/ X — をお上下を17度 

安を 装置 

巧 S 自動ミ肖义装ち-炎監視制御装置-遏お巧比装置 
进負荷な譲装置-巧巧を全装置 


义巧良ぎのため、 SI なのけ巧及びみ巧をモ芭なくを更ずるこヒが巧 y ます。 

《化がまの巧化は、ま居巧用したイ乂ージで巧が巧 ffi しでお y 、 巧なちれる巧巧ではあ y まけん* 
巧巧巧巧*巧件によつで*動しまずので、およその目安としておち无下さい。 


5 


































【を部ちが】 



ae スイ巧于…な义および、涵义に巧巧 
通ちランブ，"…運だ中点な 


巧面 


を面 




A ……ハンドル 
B ……か筒 
C ……ソブ 
D ……運転スイッチ 
E ……運拓ランブ(緑色） 

戶……タイヤ 
G ……な®タンク 
H ……吹出し □ 

I ……圧力お誘ターター《調壁巧です。 
J ……巧気取乂〇 

L ……ストレーナー(給油□内部） 

M ……巧置計 
N ……覃源コード 


【かお寸法】 
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【巧を装置の説明】 


装 B のち前 

巧 容 

装 S が作曲したとまの処 S 

巧度白のお义装ち 

な巧やに，巧 S や本体に®»を受けるヒ义巧巧止の 
ために、き動的に巧を回巧ち巧放してな巧を W 止ちな 
お义しまず。 

{運おランプが点威し、おが况1フアンが « L 祀後、巧 
比します。） 

ヒーターの面辺に巧巧がないか巧没し 、 iKE 
スイッチ巧 r 巧 J にし、その後、点义拽巧を巧っ 
て < ださい。 

炎監視制御装5 

点义およびな燃やのを义を棋助し、なお供給をち新して、 
自動的に消义します。 

(進おランプが点巧し、巧 3 巧ほつアンが扭いたが，焊 
让しまず。） 

ヒーターの周な!にち巧がないかな扱し、巧ほ 
スイッチを r 切 J にしその後、点义操巧を巧っ 
てくだまい。 

遇負荷な護装 B 

巧な巧巧で进巧流が茄ときに、本 WffiB © ヒユーブが 
巧巧してが巧を巧化さ巧まず。 

(本抹巧の巧ち回担げをてを®しますので、ランブ等の 
ま示はされまなん ■) 

巧因を巧 y なを、ヒュープをたあしてから点义 
巧巧を巧って<ださい，ヒューブのであ方まは 
P 11 トラブルの原因と巧巧をお巧してください ■ 

遇な巧止装& 

な巧筒の巧度が巧巧に上#した時、告まのため、巧巧 
回巧をちがしで、苗巧を ff 止ちだ、销义します。 

(3 おランプが点巧し、巧 3 せ面フアンが扭いた後、巧 
止します。） 

ヒージーが巧まてか 6 ま常の原因を巧 y おま、 
点义揉作を巧ってくだちい。 

傳電巧をちち 

巧 C おに C 巧げ復巧しでを、自巧的に a 后が再姑する 
こじを巧化しまず， 

ち迪巧後、道后スイッチを r 切 J にし、そのを、 
お义操作を巧ってくだちい。 

















♦ご使用前の華 ffi 


•ガソ U ン等の巧お巧の育い浦はお巧に使用しないでください。 

•給巧は必ず、ヒーターの運おを毎化し、お义を巧扱しでか6、給巧して<ださい。 

• 巧巧は必ず JIS 1号な®を®用しでください。を質灯が-不純な油ほ使巧しないで<ださい。 
• お油はおずストレーナーをつけたげおで巧つてください。 


•瓶な（な油）が入つていない话を 
n お巧巧法 

•本が差化プラグをコンたントから巧き、连巧スイツチが r 切 J になつていることをお持します。 

• 本か运水平でまちした巧所に宙きます。 

•給 ft □のキサツブを外します。ストレーナーにゴミがついていないか点後してくだちい。ついていた巧合は、容携に 
巧巧を入れストレーナーを巧つてく倍さい。 

タストレーナーを潇つたな巧はタンクに房まないでくだまい。が巧の原因にな y ます。 

•タンク巧に水や、ゴ S が入つでいないか点なしでくだまい。入つでいた巧をはの油タンクの保なをしでくだまい。 
(巧隐方;るは【«巧と盧巧）を巧廬） 

•ストレーナーを取 y 巧けたが態で巧置計を見ながら巧巧 ciisi 号）をこぼさないよラま忌しなが S ななポンプで、 
巧量計のがが F 表示になるまで、巧巧を給巧しまず。また、おなやにな巧がこぼれた巧をは、ウェス等で必ず 
がま助つてください， 

夕巧置計の ffj 表示蝴上のを入は、温巧によるな巧のおお等で、こぽれる盾巧があ y ますので、巧对にしないで 
ください。 

•始巧がお了したら、おな口牛ヤツブを巧実にがゆてください。キャップの巧ゆが弱いと、な a 等の時に口巧が 
巧れることがあ y ます P 



•が料（巧巧）が入っている巧合 
n おル前のを巧 

-お巧は化サ消义し、を这ブ5クをないでから巧ってくだちい。 

•点义巧に巧ちれげないか巧致してくだちい。爲れていた»含は、点义麵に巧巧店にご巧敎ください。 

. ヒーターの因 y にほこ y やゴ S がついていない At 点なしてください。ほこ y やゴ吉が港まつていた货をは、括齡巧で 
吸い西!るか、軍ホをはめ、ウェス寒でほこ y 等を ®y 踪いてください。 

•巧なタンク的の苗巧をしてください。な油タンク巧の底に水やゴミが堀まつていたな台は、巧油タンクの捕おをしてく 
ださい。【巧守と点檢】#照。 

りか1計广ついて 

•巧械の衡售上、実擦にはな施が巧つていても巧«がの FEJ 表示までゆ§發（赤い镇待）のお囲にかがくるとが科切 
れヒな y まず。 


色 





























【運お方法 3 

•点义 

A 注意 

•巷义がおおされ、おが巧をずるまで、ヒーターからがれないで< ださい。 


-スポットヒーターを水平で安ちした巧巧に a きまず。 

•スポッ h ヒーターのが出し□前方2.501な上、空を取人□後方 2 mja 上、上方向 2 miy ±、 ちちち 2 m な上の空聞を空け 
てくだちい。 



•本が 巧 原、 巧 巧スイツチが r 切 J になつていることをお設し、差这ブ 5 グをコンわントに差しをみます。 


心ま急 


•本 a の、電盾は AC 100 V け〇〜110 viy 巧）で使用してください。 
•思巧巧止のため、アース（接化）をしでご使用くだまい。 


•连拉スイッチを r 入 J にしまず。 

• a 巧ランブ（ほ）が点なし、5〜10がほどで 
ち义します。 


*巧入を巧めてのご使用や、長巧閣巧甫しなかった 
巧合、点义を、妄いが発をずることがあ y ます， 
しばらく游说さがると寅いは消ままずので、巧気 
を十巧しながら淀兩して < ださい。 



3ちランプ 

まおヌイツチ 


参か出し巧巧の調蟹 

•巧巧のが化しち度を巧またい時は、の化し□巧の 
ソプを a かすことで上で巧口®づつ調整できます。 



参旺力巧巧乂ーター 

•圧力巧函乂ーターは、お巧時巧養巧ですので回さな 
いでくだちい。 



氏力巧密乂ーター 














































♦消义 


•消义巧巧をした時は、义が完全に消え、フアンが伴比したことを巧設してから、がれてください。 

•が巧なびお义巧面やに（運 e が完全に止まるまで）を込ブラグ运巧かないでください。本が巧部になながな y 、 
巧巧が巧-义災-巧巧の原因にな y ます。 

•巧点义する巧さは、つアンが毎止したまを巧度してから、運技スイツ子を f 入 J にしてください。 


•连巧スイッチ巧 r 切 J にします。（虽巧ランプ（揉を）が消な） 

•炎が消ま、本かを冷やずために巧3が商ファンが®ま掠けて消乂が！!了しまず。 
• 完を!こ消义したことをしでから、 SS 么プ弓グ运コンたントから m いでください。 


【巧ずヒ点巧】 

♦曰常お巧 


/mm 


• 修理を巧巧ずる巧合は、お巧ポンプ等でな巧タンクからなかを巧ま取つてください • 


• 巧泌タンク西び、本が外側に巧 M れや进のにじみがないか確致してくだちい。 

Oft む巧 I れてい5巧をは、巧巧をしないで、巧理にお化しください。） 

•巧器本做こほこ y やこみががちしていないか隹按で<ださい。巧に、空気!!入!□、吹化し□はしつか y 確括してく 
ださい。ほこ y 、 ごみが巧巧したまま®南すると I 不完全が巧や义巧の原因にな y 、 危巧です。 

♦シーブンに2回〜3回 

• 口油夕クの無除户 L で< だゴい 

①油#計で巧客*をな斑し.ス h レーナーをかして、巧なタンク巧の巧なヒー巧にゴ5や水等をボンブで®い i 
げ、がの容器にをで巧します。 

@ストレーナーを取巧け、巧しい灯巧を入れ、お巧□のふたをしつか y ® ゆで<だるい。 

-巧«白動；肖义装画の巧巧点巧をおこなつてください。 

① な病しているヒーターのハンドルを持 S 、 前を、またはをちに措ずつてください， 

② 巧 S 有巧消义装ちげ作®して、自巧的に消义するか確認してくだちい。 

③ 冉点义ずる巧をは、连巧スイツチを r 切 J にし、再な逐おスイツチを r 乂 J にしてください。 

@巧8白動お义装宙が巧巧しない巧合や、巧点义しない巧合は、巧売店にご巧おください。 


♦厘をについて 

•まに巧んで運ぶ巧るは、な油タンクに乂つでいる灯莊をが巧ポンプ等で巧いでください。ななを巧かないと巧送時の 
巧巧客で灯巧が漏れおずおそれがあ y まず。 


♦長巧面使巧しない時（シーブン巧了時等） 

• 巧巧タンクに巧つているな曲をお a ポンプ等を巧巧して霖畫に巧き風つてください。 

(な巧タンクに抑油运入れたまま長期間箱巧しないとな油し、巧回使する時にち义しなかつた y 、 不ををが病や、 
巧巧やに SA ををちずることがあ y ます。） 

，本がか側の帝れは、や巧激巧を活つてスポンジや固く巧つた柔らかい巧で巧き班つでください。 

•おな□のキャップをしつか y ** め、本巧にほこ y やごみが巧かないよ5にして、直が曰化が当た6ない風通しの 
居い巧巧で«管してくだまい。 
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♦ ^^ラブル⑩原固ヒ巧策 
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巧原が入つていない 

〇 








巧源の巧電巧誘をする 

電氏が低い 


〇 

〇 

〇 

〇 

0 



要狂降下の原固を班 yi ®< 

ヒユーブが切れている 

〇 








ヒューブの交巧 

をを装這が作動している 

〇 








安を装置が作動する捂因を助 y 除く 

巧なタンクに巧巧がない 


〇 







指油ずる 

巧貢したな油、不純物ゆ 
混さつたな盛を使つている 
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巧® (JISI 号）に入れ替无る 

周囲温度が通切でない 
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〇 






あ切な温度のとこ3で健巧する 

ななの屋がをずぎる 
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TFJ ををを超无る屋を給巧しない 

タンク、 geg に«みがおる 
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修理巧巧す霉 


《ヒューブの交換 


A ま憲 

-ヒユーブ资巧の原は、必ずお火操巧のあと、差込7ラグをコン 
たントか S 巧いてから巧つてくだちい。 


① a 巧スイツチのバネ ji / を止めてあるネジ （4 本）をかします。 

② 踰スイツチ/巧リレを外します。基板ち上にヒューズが巧いています。 

③ ヒュープを交換します。 

@開いた手順の逆の手順でスイツチパ著 J レを元に戻してください。 


















































